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最近よく聞く「Web3（ウェブスリー）」または「Web3.0（ウェブサンテンゼロ）」という言葉。インターネットの新たな形を表す概念
で、いわゆる「ブロックチェーン」技術を応用した分散型のサービス群を意味している。

「Web3.0」とは？次世代の分散型インターネットの総称

Web3.0の代表的なサービスとして、仮想通貨・暗号通貨に代表される「DeFi（Decentralized
Finance、分散型金融サービス）」や「NFT（Non-Fungible Token、非代替性トークン）」「Play to Earn（ゲームプレイで報酬を
得るなど、「遊んで稼ぐ」サービス）」「DAO（ブロックチェーンを応用した自律分散型のビジネス組織）」などが挙げられる。

今年5月に出された経済産業省「経済秩序の激動期における経済産業政策の方向性」には、Web3.0に対し「地理的制約
や資源制約に縛られず、サイバー空間における新たな成長フロンティアとなり得る」と表現し、ウクライナ侵略やコロナ禍とと
もに「これまでの経済秩序が大きく変わる激動期を迎えている」とある。

Web3があるなら、1と2がある。「Web1.0」は1990～2005年ぐらいまでのインターネット導入初期の段階をさす。主なデバイス
はパソコン、ガラケー。従来のコミュニケーション手段（手紙、電話）に、電子メールが加わった。Webサーバーのデータをブ
ラウザで閲覧する「WWW（World Wide Web、ワールド・ワイド・ウェブ）」の黎明期で、ユーザーはWebブラウザを通してビル
ダーから情報を受け取る。コミュニケーションは一方通行、情報発信者はごく一部に限られた。

政府もWeb3.0制作推進室を設置… 続きを読む
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